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多
彩
な
魅
力
の
活
用
で
目
指
す

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

八
王
子
市
が
有
す
る
多
彩
な
地
域
特
性

　

東
京
・
多
摩
地
区（
23
特
別
区
以
外
）最
大
の
都
市
・

八
王
子
市
に
は
多
彩
な
顔
が
あ
る
。

　

21
校
大
学
が
立
地
し
、
約
11
万
人
も
の
学
生
が
在

学
す
る
学
園
都
市
と
し
て
の
顔
。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
ボ

ワ
イ
ヤ
ジ
ェ
・
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ポ
ン
で
三
つ

星
観
光
地
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
高
尾
山
を
有
す

る
、
緑
豊
か
な
観
光
都
市
と
し
て
の
顔
。
山
間
部
や

大
小
の
河
川
が
形
成
す
る
豊
か
な
自
然
の
維
持
・
保

全
と
、
都
市
的
集
積
と
の
適
正
な
共
生
を
目
指
す
環

境
共
生
都
市
と
し
て
の
顔
。
約
90
カ
国
の
出
身
地
を

持
つ
人
々
が
共
に
暮
ら
す
、
多
文
化
共
生
都
市
と
し

て
の
顔
。
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ
た
伝
統
的
な
都
市

と
し
て
の
顔
。
伝
統
に
培
わ
れ
た
技
や
先
端
技
術
を

併
せ
持
つ
産
業
都
市
と
し
て
の
顔
。
東
京
・
西
郊
に

開
け
た
利
便
性
豊
か
な
住
宅
都
市
と
し
て
の
顔
、
な

ど
だ
。

　

中
で
も
八
王
子
市
の
地
域
特
性
を
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
際
立
た
せ
て
い
る
の
が
、
学
園
都
市
と
し
て
の

顔
だ
。
一
つ
の
自
治
体
に
立
地
す
る
大
学
の
数
、
学

生
数
、
教
職
員
数
（
約
８
０
０
０
人
）、
人
口
当
た
り

の
大
学
の
数
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
八
王
子
市
は
ま

さ
に
日
本
最
大
級
の
学
園
都
市
と
い
え
る
。

「
本
市
の
本
格
的
な
学
園
都
市
づ
く
り
は
昭
和
52
年
、

学
園
都
市
づ
く
り
の
調
査
・
研
究
を
目
的
と
し
て
、

大
学
・
市
民
・
行
政
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
学
園

都
市
協
議
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
八

王
子
市
に
は
昭
和
38
年
に
工
学
院
大
学
が
進
出
し
て

以
来
、
40
年
代
に
は
10
校
が
進
出
す
る
な
ど
、
す
で

に
大
学
の
立
地
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
53
年
度
に
学
生
数
約
１
万
３
０
０
０
人（
当
時
）の

中
央
大
学
の
進
出
が
決
定
し
た
こ
ろ
か
ら
、
行
政
、

企
業
、
市
民
の
間
に
こ
の
地
域
特
性
を
活
用
し
た
、

本
格
的
な
学
園
都
市
づ
く
り
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う

気
運
が
高
ま
り
始
め
た
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
黒
須
隆
一
八
王
子
市
長
で
あ
る
。

都
心
部
に
集
中
し
て
い
た
大
学
が
八
王
子
市
な
ど
の

多
摩
地
区
に
続
々
と
移
転
・
進
出
し
始
め
た
最
大
の

理
由
は
、
都
心
部
の
過
密
化
と
と
も
に
、「
首
都
圏

の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工

業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」

が
昭
和
34
年
に
施
行
さ
れ
、
大
学
の
都
心
部
で

の
施
設
拡
張
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
法
律
は
平
成
14
年
に
廃
止
さ
れ
、
郊
外
に
進
出
・

移
転
し
た
大
学
の
都
心
回
帰
現
象
を
も
た
ら
し
も
し

た
が
、
結
果
と
し
て
八
王
子
市
に
は
21
校
の
大
学
が

完
全
に
根
付
い
た
。

協
働
の
精
神
で
進
め
る
学
園
都
市

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

「
八
王
子
市
に
大
学
が
次
々
移
転
、
進
出
し
て
く
る

に
当
た
っ
て
、
八
王
子
市
か
ら
は
誘
致
を
一
切
し
な

か
っ
た
た
め
、
費
用
負
担
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

都
心
部
か
ら
約
40
㎞
と
交
通
が
便
利
な
こ
と
、
都
内

で
あ
る
こ
と
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
教
育
環
境
に
優

れ
て
い
る
こ
と
、
当
時
と
し
て
は
低
廉
か
つ
広
大
な

土
地
を
確
保
で
き
る
な
ど
の
八
王
子
市
の
持
つ
特
性

が
、
郊
外
へ
の
移
転
・
進
出
を
考
え
た
大
学
側
の
想

定
し
た
条
件
と
合
致
し
た
の
で
す
。
八
王
子
市
は
そ

う
い
う
意
味
で
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
ま

す
」（
黒
須
市
長
）

　

便
利
か
つ
広
大
、
低
廉
な
土
地
を
求
め
八
王
子
市

に
移
転
・
進
出
し
て
き
た
大
学
の
建
設
地
は
い
ず
れ

も
市
街
地
か
ら
離
れ
た
周
縁
の
丘
陵
地
帯
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
た
め
、
大
学

側
と
八
王
子
市
側
の
双
方
に
、
大
学
の
移
転
・
進
出

を
契
機
に
力
を
合
わ
せ
て
学
園
都
市
づ
く
り
を
し
よ

う
と
す
る
気
運
は
当
初
、
非
常
に
薄
か
っ
た
。

「
そ
の
状
態
の
ま
ま
な
ら
、
八
王
子
市
は
単
に
大
学

が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
け
の
ま
ち
に
す
ぎ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
い
け
な
い
、
大
学
と

の
結
び
つ
き
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
だ
と
い
う
気
運

が
、
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
昭
和
52
年
ご
ろ
に
ま
ず
行

政
、
市
民
、
企
業
の
側
に
芽
生
え
、
学
園
都
市
協
議

会
の
設
置
を
大
学
側
に
働
き
掛
け
た
の
で
す
」（
黒
須

市
長
）

　

そ
の
後
の
動
き
は
速
か
っ
た
。
八
王
子
市
は
昭
和

54
年
に
策
定
し
た
基
本
構
想
で
、
目
指
す
都
市
像
の

一
つ
と
し
て
初
め
て
「
歴
史
と
文
化
を
創
造
す
る
学

園
都
市
」
を
掲
げ
た
。
平
成
元
年
に
策
定
さ
れ
た
基

本
構
想
・
計
画「
八
王
子
21
プ
ラ
ン
」で
は
産
学
連
携

へ
の
具
体
的
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
10
年
策

定
の
基
本
構
想
・
計
画「
新
八
王
子
21
プ
ラ
ン
」で
は

そ
の
路
線
が
一
層
強
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
15
年
、

市
民
参
画
の
下
に
策
定
さ
れ
た
基
本
構
想
・
計
画「
八

王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」
で
は
、
大
学
・
企
業
と
の

「
協
働
」
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、「
大
学
・
大
学

生
と
の
連
携
を
意
識
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
学
生
の
特

色
あ
る
活
動
支
援
と
市
政
へ
の
参
加
促
進
」「
大
学
・

企
業
が
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
活
動
支
援
」
な

ど
、
現
在
に
至
る「
産
・
学
・
公
・
民
連
携
」の
よ
り

具
体
的
な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
八
王
子
市
の
学

園
都
市
づ
く
り
は
、
四
半
世
紀
の
時
を
経
て「
産
・
学
・

公
・
民
の
協
働
」
と
い
う
自
発
的
な
連
携
意
識
に
よ

る
、
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
学
園
都
市
づ

く
り
へ
と
進
化
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
の
だ
。

地
域
の
人
材
が
支
え
る

サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
八
王
子

「
八
王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」
に
託
さ
れ
た
産
・
学
・

公
・
民
の
連
携
を
具
体
的
に
推
進
す
る
仕
組
み
づ
く

市内に立地する中小企業の社長のカバン持ちを学生が務める「3日間社長のかばん持ち」（サイバーシルクロードの事業）

黒須隆一
八王子市長

（東京都）

市 政 ル ポ 八王子市

今年で5回目を迎えた学園都市・八王子の新イベント「学生天国」
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八王子市　市 政 ル ポ

（東京都）

り
も
、
同
プ
ラ
ン
の
策
定
時
期
と
並
行
し
て
精
力
的

に
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
ま
ず
平
成
13
年
、
八
王
子
市
長
の
私

的
諮
問
機
関「
八
王
子
市
地
域
産
業
振
興
会
議
」の
提

言
を
受
け
、
行
政
と
商
工
会
議
所
の
連
携
に
よ
る
地

域
産
業
振
興
機
関
「
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
八
王

子
」（「
首
都
圏
情
報
産
業
特
区
・
八
王
子
」構
想
推
進

協
議
会
）
が
設
立
さ
れ
た
。
翌
平
成
14
年
に
は
、
大

学
が
保
有
す
る
研
究
機
能
を
地
域
の
企
業
に
提
供
す

る
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
、
行
政
・
大
学
・
商

工
会
議
所
な
ど
に
よ
る
「
八
王
子
産
学
公
連
携
機
構
」

が
設
置
さ
れ
た
。
平
成
16
年
に
は
、
地
域
立
地
の
大

学（
現
在
は
隣
接
自
治
体
も
含
め
23
大
学
）な
ど
か
ら

正
規
科
目
・
非
正
規
科
目
の
提
供
を
受
け
、
専
門
的

な
講
座
を
受
け
れ
ば
一
般
市
民
が
正
規
の
大
学
単
位

を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
究
極
の
市
民
大

学「
八
王
子
学
園
都
市
大
学（
い
ち
ょ
う
塾
）」が
開
設

さ
れ
た
。

「
地
域
特
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
八
王
子
市
に
と
っ
て
、
地

域
に
立
地
す
る
大
学
の
協
力
で
運
営
さ
れ
る
『
い

ち
ょ
う
塾
』
の
試
み
は
類
例
の
な
い
事
業
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
域
に
立
地
す
る
中
小
企
業
の

活
性
化
を
多
方
面
か
ら
実
施
す
る
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
八
王
子
も
、
八
王
子
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
用
す
る
た
め
の
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」（
黒
須
市
長
）

　

八
王
子
市
は
多
摩
地
区
最
大
の
都
市
だ
が
、
同
時

に
広
域
多
摩（
以
下
、
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
）に
お
け
る
中

心
的
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
。
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
は

東
京
・
多
摩
地
区
を
中
心
に
北
側
は
埼
玉
県
南
西
部

地
域
、
南
側
は
神
奈
川
県
中
央
部
に
ま
で
至
る
、
主

に
国
道
16
号
線
沿
い
に
延
び
る
広
域
圏
だ
。

　

広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
中
小
企
業
が
数
多
く
集
積
す
る

と
と
も
に
、
大
学
と
同
様
、
大
手
企
業
の
工
場
や
研

究
機
関
な
ど
の
移
転
受
け
入
れ
先
と
も
な
っ
て
き

た
。
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
へ
先
端
産
業
が
集
積
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
は
、
大
学
の
移
転
・
進
出
と
同
時
期
に
行

わ
れ
て
き
た
。
大
学
の
郊
外
へ
の
移
転
・
進
出
の
原

因
と
な
っ
た
「
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工

業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
は
大
学
以
上
に
、
企

業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
ら
だ
。

　

そ
し
て
両
者
（
大
学
と
大
手
企
業
の
向
上
や
研
究

機
関
な
ど
）
の
最
大
の
受
け
入
れ
先
が
八
王
子
市

だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
八
王
子
市
に
立
地
す
る
中
小

零
細
の
製
造
業
者
に
も
大
手
企
業
の
下
請
け
的
な
仕

事
が
増
え
、
先
端
技
術
の
蓄
積
が
自
然
に
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ

は
、
こ
の
地
域
を
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
匹
敵
す
る

産
業
集
積
地
と
す
べ
く
、
経
済
産
業
省
の
肝
い
り
で

平
成
10
年
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
産
業
活
性
化
協
会
（
現
・
社

団
法
人
首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
＝
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
協

会
）
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
も
分
か
る
。
こ
の
Ｔ
Ａ

Ｍ
Ａ
協
会
に
は
、
八
王
子
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
窓
口

と
な
っ
て
い
る
の
は
前
述
の
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
八
王
子
で
あ
り
、
八
王
子
市
も
自
治
体
の
協
会
員

と
し
て
加
盟
し
て
い
る
。

「
広
域
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
先
端
産
業
に
お
け
る
工
業
出
荷

額
の
規
模
は
、
す
で
に
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
２
倍

と
い
わ
れ
、
製
造
業
が
約
１
９
０
０
社
集
積
す
る
八

王
子
市
は
そ
の
中
心
で
す
。
東
京
都
の
長
期
計
画
に

も
多
摩
地
区
に
先
端
産
業
を
集
積
さ
せ
る
『
多
摩
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想
』
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
八

王
子
市
は
こ
の
構
想
で
も
中
核
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
」（
黒
須
市

長
）

　

そ
の
八
王
子
市
の
独
自
の
取
り
組

み
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

は
、
地
域
に
軸
足
を
置
き
、
多
彩
な

活
性
化
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
優

れ
た
技
術
の
交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
発
掘
な
ど
を
行
う
先
端
技
術

交
流
会
「
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
」
の
開
催
。
市
内
在
住
の
企
業

Ｏ
Ｂ
や
公
認
会
計
士
、
中
小
企
業
診

断
士
な
ど
が
、
財
務
・
労
務
・
Ｉ
Ｔ

化
な
ど
の
具
体
的
な
コ
ー
チ
ン
グ
を

中
小
企
業
や
こ
れ
か
ら
起
業
を
考
え

る
人
に
実
施
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
お
助

け
隊
」。
次
代
を
担
う
後
継
者
を
育

成
す
る「
は
ち
お
う
じ
未
来
塾
」。
企

業
と
学
生
を
つ
な
ぐ
新
ス
タ
イ
ル
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
「
３
日
間
社
長

の
か
ば
ん
持
ち
体
験
」な
ど
だ
。

「
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
会
長

以
下
、
多
く
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
八
王
子
市

内
在
住
の
シ
ル
バ
ー
世
代
で
す
。
皆
さ
ん
現
役
時
代

に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
た
ち
で

す
。
緑
豊
か
な
住
宅
都
市
と
し
て
の
八
王
子
市
に
は
、

こ
う
し
た
優
秀
な
人
材
が
多
く
在
住
し
て
い
る
強
み

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
特
性
の
一
つ
と
い
え
る

で
し
ょ
う
」（
黒
須
市
長
）

産
・
学
・
公
・
民
を
連
携
す
る

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子

　

学
園
都
市
と
し
て
の
八
王
子
市
と
産
業
都
市
と
し

て
の
八
王
子
市
は
、
こ
の
よ
う
に
同
時
並
行
し
な
が

ら
規
模
を
拡
大
し
、
先
端
産
業
の
研
究
な
ど
に
お
い

て
は
強
く
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

う
し
た
潮
流
は
地
域
に
古
く
か
ら
集
積
し
て
い
た
も

の
づ
く
り
産
業
を
刺
激
す
る
と
と
も
に
底
力
を
引
き

来年で50回目を迎える八王子まつりの名物は千貫神輿と呼ばれる巨大神輿

市域周縁部に林立する大学の壮観な建物群

全国の学園都市と立地大学が参加する「まち」＝「大学」全国サミット（写真
は2008年に八王子市学園都市センターで開催された第5回目）

日本一の急こう配で知られる高尾山のケーブルカー豊かな自然を守る市民団体は多い（写真は戸吹北森を守る会）
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オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

癒
や
し
の
自
然
環
境

　

八
王
子
市
が
学
園
都
市
、
産
業
都
市
、
住
宅
都
市

と
し
て
戦
後
急
速
な
発
展
を
遂
げ
た
背
景
に
は
、
東

京
都
内
で
あ
り
な
が
ら
広
大
で
水
利
の
い
い
、
良
質

か
つ
未
開
拓
な
土
地
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
緑
の
一

部
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
山
林
が
今
も
市

域
の
半
分
近
く
を
占
め
る
な
ど
、
緑
濃
い
環
境
共
生

都
市
と
し
て
の
存
在
感
は
健
在
だ
。
そ
う
し
た
環
境

の
維
持
・
保
全
に
対
す
る
八
王
子
市
民
の
意
識
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
市
政
へ
の
参
画
意
識

と
同
様
、
非
常
に
高
い
。

「
市
民
意
識
の
高
さ
は
、
私
自
身
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
平
成
17
年

度
に
市
街
地
に
残
る
貴
重
な
緑（
斜
面
緑
地
）を
保
全

す
る
た
め
、
土
地
買
収
の
費
用
を
市
民
債
（
八
王
子

み
ど
り
市
民
債
）で
賄
い
ま
し
た
。
一

人
１
口
10
万
円
か
ら
30
口
３
０
０
万

円
ま
で
計
10
億
円
分
の
募
集
で
し
た

が
、
な
ん
と
７
倍
以
上
も
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
八
王
子
市
に
は
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
た
ち
が
、
豊
か
な
大
自
然

の
懐
に
抱
か
れ
た
環
境
の
中
で
、
心

安
ら
か
に
通
え
る
学
校
を
実
現
し
た

い
と
い
う
目
的
で
開
校
し
た
高
尾
山

学
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
を
実

現
さ
せ
る
ま
で
に
は
反
対
意
見
も
多

く
、
紆う
よ余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
、
私
の
熱
意
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
で
し
た
。
幸
い
平
成
15
年
に
構
造

改
革
特
区
の
第
１
号
と
し
て
認
定
さ

れ
、
願
い
が
実
現
し
ま
し
た
。
開
校

は
16
年
度
で
す
が
、
市
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
が
来
て
く
れ
て
、

今
で
は
学
校
運
営
も
軌
道
に
乗
っ
て

上
げ
た
。
ま
た
市
民
中
心
に
策
定
さ
れ
た
現
行
の
長

期
計
画「
八
王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」が
、
大
学
・
企

業
・
行
政
・
市
民
に
よ
る
連
携
の
積
極
的
推
進
を
当

然
の
こ
と
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
よ
う
に
、
八
王
子

市
の
持
つ
多
彩
な
地
域
特
性
は
多
面
的
と
い
う
よ
り

も
、
今
や
多
元
的
に
八
王
子
市
の「
近
未
来
」を
形
成

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

そ
の
象
徴
的
な
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
る
の
が
、

今
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

八
王
子
」
だ
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
の
構

成
団
体
は
、
23
大
学
（
市
内
21
大
学
、
隣
接
自
治
体

２
大
学
）、
市
民
団
体
、
経
済
団
体
、
学
生
団
体
、

八
王
子
市
な
ど
。
以
下
の
よ
う
な
各
種
事
業
の
推
進

に
よ
る
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
学
園
都
市
の
形
成
を
目

指
し
て
い
る
。

〔
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
の
目
指
す
も
の
〕

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
研
究
活
動
／
大
学
等
の
地

域
貢
献
活
動
の
支
援
／
ま
ち
の
活
性
化
（
地
域
社
会

の
発
展
）
／
加
盟
大
学
を
全
国
に
周
知
す
る
活
動
／

学
生
イ
ベ
ン
ト
活
動
等
へ
の
支
援
／
加
盟
大
学
と
産

業
界
と
の
連
携
／
生
涯
学
習
の
推
進
／
留
学
生
の
生

活
、
活
動
支
援
体
制
の
充
実

「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
は
設
立
さ
れ
た
ば

か
り
で
、
本
格
的
な
活
動
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
八
王
子
市
が
実
施
し
て
い
る
多
彩
な
学

園
都
市
づ
く
り
の
施
策
・
事
業
の
窓
口
が
一
本
化
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
園
都
市
づ

く
り
は
、
い
わ
ば
産
・
学
・
公
・
民
の
連
携
実
現
へ

の
努
力
、
道
筋
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在

で
は
連
携
は
自
明
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
八
王
子
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
学
園
都
市

づ
く
り
を
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
一
歩
へ
と
踏
み
出
さ

せ
た
い
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
立
目
的
に
は

そ
の
よ
う
な
思
い
も
あ
り
ま
す
」（
黒
須
市
長
）

　

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
予
定
し
て
い
る
実
施
事

業
は
多
岐
に
わ
た
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
産
・
学
・

公
・
民
の
連
携
に
よ
る
産
業
振
興
、
環
境
共
生
、
多

文
化
共
生
な
ど
各
種
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
、
大
学

を
超
え
た
研
究
者
・
学
生
た
ち
が
研
究
し
合
い
、
成

果
を
地
域
に
還
元
す
る「
八
王
子
未
来
学
構
想
」の
推

進
だ
。
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
大
学
研
究
機
関
連
合
体

が
、
全
国
的
に
も
類
例
が
希
少
な
ほ
ど
多
元
的
な
顔

を
持
つ
八
王
子
地
域
の
課
題
を
総
合
的
に
研
究
す
る

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
快
挙
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

高尾山は外国人登山者も含めて平日も大にぎわい

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
抱
え
る
課
題
を
一
つ
ず
つ
解
消
し
な

が
ら
、
八
王
子
市
が
持
つ
恵
ま
れ
た
地
域
特
性
、
資

源
を
活
用
し
、
ど
こ
の
ま
ね
で
も
な
い
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
そ
れ
が
私
の
最
大
の
抱

負
で
す
」（
黒
須
市
長
）

　

市
民
が
中
心
に
な
っ
て
策
定
し
た
長
期
計
画
「
八

王
子
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
」の「
ゆ
め
お
り
」と
は「
夢
織

り
成
す
」
を
意
味
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
夢
を
一

つ
一
つ
布
地
に
織
り
込
む
よ
う
に
実
現
し
て
い
き
た

い
と
い
う
願
い
と
と
も
に
、
古
来
、
絹
織
物
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
る
八
王
子
の
歴
史
に
対
す
る
市
民
の

誇
り
が
そ
こ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。
産
・
学
・
公
・

民
の
綿
密
な
協
働
意
識
の
下
、
多
元
的
に
展
開
さ
れ

る
八
王
子
市
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
今

後
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
。　
（
取
材
・
文　

遠
藤
隆
）

学生が市長にまちづくりを提言する「市長ふれあいトーク」

八王子市内を流れる一級河川・浅川23大学が提供する講座を受けられる「いちょう塾」は中高年に大人気


